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 要  旨 
近年のインターネット利用の急増によりインターネットトラヒックが増加している。それに伴
いインターネットやモバイルネットワークのバックボーンネットワークに、伝送速度の大きな光
ネットワークが導入されている。ここでは、光スイッチ、波長多重、波長変換などの技術を用い
たフォトニックネットワークが導入されようとしている。フォトニックネットワークは、伝送速
度の高速化や波長多重機能などにより広帯域化を実現することができる。しかしその一方で、光
メモリの実現が困難であるために、従来のような時分割交換型やストアアンドフォワード型のネ
ットワークを構成することができないなどの制約がある。このため、空間分割交換と波長変換を
有する波長交換を用いてネットワークを構成した場合でも、特定のソースとあて先のトラヒック
は、リンク上で１つの波長を占有することとなり、そのトラヒックが１つの波長の帯域より小さ
い場合には、ネットワークの帯域を十分に利用できなくなる。 
これに対して加藤研究室では、各リンク上のトラヒックをタイムスロットに分割し、フォトニ
ックネットワークのエッジノードにおいて、そのトラヒックが経由する経路のリンク伝送遅延を
考慮したタイムスロット割当てを行うことにより、時分割多重と同等な効果を持つ方式について
提案してきた。 
しかしこの研究では、リンクの遅延の扱いに課題が残されている。そこで本研究では任意のリ
ンク遅延に効率的に対応可能なタイムスロット割当て方式について検討を行った。リンク上の伝
送タイミングを、割当てるタイムスロットより小さいミニタイムスロットに分割し、エッジノー
ドにおいてミニタイムスロットに同期してタイムスロット割当てを行う。任意の伝送遅延に対し
て、ミニタイムスロットに分割したタイムスロット割当て方式とミニタイムスロット数に制限が
ある場合のタイムスロット割当て方式を提案する。提案ごとに線形計画法を用いた解法を提示し、
それぞれ 3×3 ネットワークに対して計算を行った。そして、ミニタイムスロットを導入するこ
とにより 2つの提案方式とも先行研究に比べ、用いられるタイムスロット数を減らすことが明ら
かになった。 
 
